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お
知
ら
せ

会費の減免制度
70歳以上は減額　75歳以上は免除
休保・年金の掛け金払い込み中は適用外

　15年以上継続して協会の会員であり、
①満70歳以上の開業医会員の方は会費を
減額（5500円→3000円）②満75歳以上の方
は会費を免除となる制度があります。た
だし、本人が協会の休業保障制度または
保険医年金制度のいずれかの掛け金払い
込み中は対象外となります。なお、会費
免除となった先生方には『大阪歯科保険
医新聞』のみをお届けし、協会発行書籍
は配布しておりません。ご了承ください。
　本制度のお問い合わせ及び申請は、協
会組織部まで。

き
」
だ
と
語
っ
た
。

　

土
井
理
事
は
診
療
体
験
に

基
づ
い
た
口
の
健
康
と
全
身

の
健
康
の
関
係
を
説
明
、
歯

科
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
戸

井
理
事
は
、
家
庭
の
経
済
事

情
と
口
の
中
の
健
康
状
態
が

相
関
し
て
い
る
と
し
て
、
協

会
も
調
査
し
て
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
窓
口
負
担
の
軽
減

を
図
り
た
い
と
し
た
。

　

懇
談
に
同
席
し
た
参
議
院

選
挙
候
補
の
清
水
忠
史
氏

体
系
に
し
な
い
と
国
民
・
患

者
が
不
幸
に
な
る
と
改
善
の

必
要
を
訴
え
た
。

　

医
業
税
制
と
消
費
税
損
税

に
つ
い
て
松
岡
議
員
は
理
解

を
示
し
つ
つ
も
、
財
源
と
し

て
の
消
費
税
増
税
は
避
け
ら

れ
な
い
の
で
医
療
の
特
殊
事

情
に
は
配
慮
が
必
要
だ
と
述

べ
た
。

　

宮
本
議
員
と
の
懇
談
に
は

小
澤
理
事
長
、
山
上
紘
志
副

理
事
長
、
戸
井
逸
美
理
事
、

土
井
英
暉
理
事
、
古
田
光
行

監
事
、
志
岐
事
務
局
長
が
参

加
し
た
。

　

宮
本
議
員
は
、「
テ
レ
ビ

で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
取
り
上

げ
て
い
た
。
保
険
の
き
く
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
は
国
民
の

切
実
な
願
い
だ
」
と
保
険
適

用
範
囲
の
拡
大
に
意
欲
を
示

し
、
診
療
報
酬
は
「
顕
微
鏡

で
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
引

き
上
げ
で
な
く
、
基
礎
的
技

術
料
を
ち
ゃ
ん
と
評
価
す
べ

は
、「
子
ど
も
の
窓
口
負
担

を
国
の
制
度
で
減
ら
す
な
ど

安
心
し
て
受
診
で
き
る
制
度

を
つ
く
る
こ
と
や
、
長
寿
・

健
康
に
と
っ
て
歯
科
が
大
切

な
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
大
切
だ
」
と
述
べ
た
。

　

消
費
税
に
つ
い
て
宮
本
議

員
は
「
ア
ッ
プ
は
と
ん
で
も

な
い
。
議
員
が
身
を
削
る
と

定
数
削
減
を
打
ち
出
し
て
い

る
が
、
政
党
助
成
金
を
な
く

す
の
が
先
だ
」
と
語
っ
た
。

込
ま
れ
た
と
報
告
し
、「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
も
同
様
の
内
容
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
と
し
て
、

非
関
税
障
壁
の
撤
廃
の
問
題

を
強
調
。「
国
民
皆
保
険

は
、
米
国
資
本
に
と
っ
て
は

『
参
入
障
壁
』
で
し
か
な

い
。
米
国
は
以
前
か
ら
医
療

分
野
で
の
開
放
を
要
求
し
続

け
て
き
た
」
と
し
、「
医
療

へ
の
株
式
会
社
の
参
入
や
混

合
診
療
の
拡
大
は
既
定
路
線

だ
」
と
述
べ
た
。「
米
国
資

本
に
よ
る
日
本
の
医
療
支
配

が
進
み
、
日
本
の
医
療
が
根

幹
か
ら
崩
さ
れ
て
し
ま
う
」

と
話
し
、「
国
民
の
大
き
な

運
動
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
阻

止
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

矢
吹
氏
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
主

導
す
る
米
国
の
貿
易
戦
略
に

つ
い
て
、
北
米
や
米
韓
の
自

由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を

紹
介
し
た
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
結

果
、
カ
ナ
ダ
で
は
米
国
の
穀

物
メ
ジ
ャ
ー
が
農
協
や
農
業

法
人
を
傘
下
に
収
め
、
重
要

産
業
を
支
配
し
て
い
る
と
指

摘
。
韓
国
で
は
、
一
度
自
由

化
す
る
と
修
正
で
き
な
い

「
ラ
チ
ェ
ッ
ト
条
項
」
や
、

企
業
が
自
治
体
を
提
訴
で
き

る
「
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
」
な
ど
、

12
の
〝
毒
素
条
項
〞
が
盛
り

員
学
習
会
を
１
月
15
日
、
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
会
員

ら
46
人
が
参
加
し
た
。
医
療

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
講
師
の

　

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
に
よ

る
医
療
・
歯
科
医
療
へ
の
影

響
を
探
ろ
う
と
、
協
会
は
会

会
員
の
声
携
え
国
会
要
請

会
員
の
声
携
え
国
会
要
請

松
岡
（民）
・
宮
本
（共）
議
員
と
懇
談

「
米
国
の
日
本
支
配
」に
警
鐘

混
合
診
療
・
株
式
参
入
は
既
定
路
線

保
険
範
囲
拡
大
に
賛
意
示
す

診
療
報
酬
・
指
導
改
善
な
ど
求
め
る

　

来
年
度
予
算
案
や
「
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
」
な
ど

が
論
議
さ
れ
る
通
常
国
会
の

召
集
を
目
前
に
控
え
た
１
月

19
日
、
協
会
は
国
会
要
請

し
、
山
上
紘
志
副
理
事
長
、

古
田
光
行
監
事
、
森
啓
・
中

西
幹
夫
両
理
事
が
参
加
し

た
。
診
療
報
酬
改
定
が
微
増

で
決
着
し
て
か
ら
初
め
て
の

国
会
行
動
で
、
診
療
報
酬
の

引
き
上
げ
と
開
業
医
の
実
態

に
あ
っ
た
項
目
の
引
き
上

げ
、
患
者
の
窓
口
負
担
の
大

幅
軽
減
、
消
費
税
増
税
の
中

止
な
ど
を
大
阪
選
出
の
衆
参

議
員
を
中
心
に
要
請
し
た
。

　

辻
惠
衆
院
議
員
（
民
主
）

は
、
持
参
し
た
１
４
７
７
人

の
会
員
連
名
署
名
に
つ
い
て

「
こ
れ
だ
け
多
く
の
現
場
か

ら
の
声
な
の
で
、
し
っ
か
り

目
を
通
し
た
い
」
と
述
べ

た
。
レ
セ
コ
ン
業
者
が
保
守

作
業
を
打
ち
切
り
、
医
科
の

レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
免
除
対

象
者
が
廃
業
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
「
こ

う
い
う
こ
と
で
閉
院
・
廃
業

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

し
た
。

　

厚
生
労
働
委
員
の
田
村
智

子
参
院
議
員
（
共
産
）
と
は

静
岡
協
会
と
共
に
懇
談
し
、

保
団
連
作
成
の
歯
科
治
療
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
見
せ
な
が
ら
、
低
す

こ
ん
な
に
低
い
と
は
知
ら
な

か
っ
た
」
と
驚
き
の
表
情
を

見
せ
た
。
指
導
で
は
、
医
療

費
削
減
を
目
的
と
し
た
厚
労

省
の
政
策
的
な
意
図
を
問
題

視
し
、「
国
会
で
取
り
上
げ

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

持
参
し
た
「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
」
の
実
現
を
求
め

る
患
者
署
名
（
請
願
署
名
）

は
、
吉
井
英
勝
衆
院
議
員

（
共
産
）
秘
書
に
５
０
０

筆
、
山
下
芳
生
参
院
議
員

（
共
産
）
秘
書
に
１
５
０
０

筆
託
し
た
。

要
請
議
員
一
覧

【
面
談
】
衆
院　

民
・
辻
惠

参
院　

共
・
田
村
智
子

【
秘
書
対
応
】
衆
院　

民
・

大
谷
信
盛
、
平
野
博
文
、
長

安
豊
、
萩
原
仁
、
樽
床
伸

二
、
熊
谷
貞
俊
、
熊
田
篤

嗣
、
中
野
寛
成
、
長
尾
敬
、

渡
辺
義
彦
、
森
山
浩
行
、
吉

田
お
さ
む
、
中
川
治
、
藤
村

修
、
稲
見
哲
男
、
辻
元
清

美
、
樋
口
俊
一
、
大
谷
啓
、

村
上
史
好
、
松
岡
広
隆
、
自

　

協
会
は
松
岡
広
隆
衆
院
議

員
（
民
主
）
と
１
月
18
日
、

宮
本
岳
志
衆
院
議
員
（
共

産
）
と
１
月
20
日
、
そ
れ
ぞ

れ
保
険
医
会
館
で
約
１
時
間

に
わ
た
り
懇
談
、
窓
口
負
担

の
軽
減
、
歯
科
の
保
険
適
用

範
囲
の
拡
大
や
診
療
報
酬
引

き
上
げ
、
医
業
税
制
の
存
続

と
消
費
税
増
税
の
中
止
な
ど

を
要
請
し
た
。

　

松
岡
議
員
に
は
小
澤
力
理

事
長
と
志
岐
事
務
局
長
が
懇

談
、議
員
は
、「（
民
主
党
と
し

て
）
請
願
・
陳
情
は
府
連
を

通
す
ル
ー
ル
な
の
で
、
議
員

だ
け
で
な
く
府
連
に
も
陳
情

を
し
て
ほ
し
い
」
と
し
た
う

え
で
、
保
険
の
適
用
範
囲
拡

大
は
も
っ
と
も
だ
と
し
、「
党

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
発

言
し
た
い
。
何
が
急
が
れ
る

の
か
」
と
質
問
、
小
澤
理
事

長
が
保
団
連
パ
ン
フ
の
写
真

を
示
し
な
が
ら
小
臼
歯
部
の

前
装
冠
な
ど
と
説
明
し
た
。

　

松
岡
議
員
は
、
院
長
か
ら

自
費
収
入
の
ノ
ル
マ
を
課
さ

れ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

制
限
せ
ず
適
応
症
を
拡

げ
、
必
要
に
応
じ
て
算
定

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

○ 

周
術
期
の
医
療
機
関
連
携

の
評
価
は
賛
同
す
る
が
、

医
学
管
理
料
上
の
評
価
を

引
き
上
げ
る
と
同
時
に
、

連
携
医
療
機
関
へ
の
施
設

基
準
を
設
け
な
い
こ
と
。

○ 

レ
セ
プ
ト
摘
要
欄
に
治
療

行
為
の
日
に
ち
を
記
載
さ

せ
る
こ
と
は
、
症
状
詳
記

な
き
カ
ル
テ
提
出
と
同
じ

で
あ
り
、
個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
中
止
す
る
こ

と
。

幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

○ 

在
宅
歯
科
診
療
を
担
う
医

療
機
関
を
励
ま
す
に
は
、

基
礎
的
技
術
料
を
抜
本
的

に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

○ 

文
書
に
よ
る
情
報
提
供
は

患
者
の
求
め
に
応
じ
て
実

施
す
る
よ
う
見
直
す
こ

と
。
情
報
提
供
し
た
場
合

は
情
報
提
供
料
を
評
価
す

る
な
ど
、
医
学
管
理
の
あ

り
方
を
見
直
す
こ
と
。

○ 

歯
周
基
本
治
療
の
成
功
な

く
し
て
、
症
状
の
安
定
は

な
く
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
へ
の
移
行

も
な
い
。
歯
周
基
本
治
療

に
係
る
技
術
料
を
引
き
上

げ
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
は
中
等
度
に

改
め
る
こ
と
が
続
い
た
。

　

協
会
は
上
記
の
意
見
を
踏

ま
え
、
小
澤
力
理
事
長
名
で

意
見
を
表
明
し
た
（
左
記
に

抜
粋
）。
同
時
に
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
期
間

が
わ
ず
か
一
週
間
で
あ
り
、

広
く
国
民
に
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
、
不
備
が
多
い
こ

と
か
ら
改
善
も
求
め
た
。

協
会
が
提
出
し
た

意
見（
抜
粋
）

○ 

基
本
診
療
料
は
す
べ
て
の

診
療
行
為
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
医
療
の
安

全
確
保
や
質
の
向
上
の
た

め
に
も
初
・
再
診
料
を
大

　

厚
生
労
働
省
が
、
１
月
18

日
〜
25
日
に
募
集
し
た
、
次

期
診
療
報
酬
改
定
案
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
）

に
つ
い
て
、
協
会
経
由
で
会

員
か
ら
意
見
を
募
り
、
93
人

か
ら
延
べ
３
０
９
項
目
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
会
員
の

意
見
は
、
即
時
厚
労
省
に
届

け
た
。

　

自
由
意
見
欄
で
最
も
多
か

っ
た
要
望
は
、
初
・
再
診
の

大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
声

で
、
次
い
で
基
礎
的
技
術
料

の
引
き
上
げ
、
文
書
提
供
の

廃
止
ま
た
は
大
幅
な
簡
素

化
、
診
療
明
細
は
患
者
の
求

め
に
応
じ
て
発
行
す
る
よ
う

診
療
報
酬
で
正
当
に
評
価
さ

れ
て
い
な
い
、
若
手
が
歯
科

医
療
に
夢
と
希
望
を
持
て
る

・
松
浪
健
太
、
柳
本
卓
治
、

谷
畑
孝
、
西
野
あ
き
ら
、
竹

本
直
一
、
近
藤
三
津
枝
、
公

・
佐
藤
茂
樹
、
池
坊
保
子
、

共
・
吉
井
英
勝
、
宮
本
岳

志
、
社
・
服
部
良
一
、
無
・

中
島
正
純

参
院　

民
・
梅
村
聡
、
尾
立

源
幸
、
藤
原
正
司
、
自
・
北

川
イ
ッ
セ
イ
、
谷
川
秀
善
、

公
・
白
浜
一
良
、
石
川
博

崇
、
山
本
香
苗
、
共
・
山
下

芳
生

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ぎ
る
診
療
報

酬
や
指
導
の

実
態
に
つ
い

て
説
明
し

た
。
田
村
議

員
は
、
抜
髄

治
療
を
受
け

た
経
験
を
話

し
な
が
ら
、

「
技
術
料
が

て
い
る
若
い

歯
科
医
が
い

る
、
保
険
収

入
が
低
い
か

ら
だ
そ
う

だ
、
と
低
診

療
報
酬
問
題

に
ふ
れ
た
。

小
澤
理
事
長

は
、
技
術
が

矢
吹
紀
人
氏

は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

で
進
む
の
は

『
モ
ノ
の
自

由
化
』
だ
け

で
な
く
、
米

国
資
本
に
よ

る
日
本
の
医

療
支
配
だ
」

と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

辻惠衆院議員（中）

松岡広隆衆院議員（左）

田村智子参院議員（左）

宮本岳志衆院議員（右）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る「
混
合
診
療
拡
大
は
既
定
路
線
」と

語
る
矢
吹
紀
人
氏
＝
１
月
15
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

診療報酬改定のパブコメ

延べ309項目厚労省へ
基本診療料・技術料など評価求める

ＴＰＰ
学習会


